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■公共交通機関をご利用の場合
●名古屋駅より
【なごや観光ルートバス「メーグル」】
【 市 バ ス 】
【名鉄バス】
【　J　R　】 
【地下鉄】

●栄より
【 市 バ ス 】

 名古屋駅前8番のりば名古屋駅発着で平日30～１時間に１本、土・日・休日は20分～30分に1本運行
名古屋駅前２番のりば基幹２号系統、「徳川園新出来」下車徒歩３分
名鉄バスセンター（メルサ３F）４番のりば基幹バス「引山」方面行「徳川園新出来」下車徒歩３分
JR中央本線、「大曽根」下車南出口より徒歩10分
東山線「藤が丘」方面行、「栄」で名城線「右回り」に乗り換え「大曽根」下車３番出口より徒
歩15分　桜通線「野並」方面行、「車道」下車①番出口より徒歩15分

栄バスターミナル（オアシス21）3番のりば基幹2号系統、「徳川園新出来」下車徒歩3分
■お車をご利用の場合
蓬左文庫専用駐車場はありません。徳川園駐車場（有料　30分　120円）をご利用下さい。

■休館日／月曜日（祝日のときは直後の平日）
 12月12日（月）～1月3日（火）特別整理、年末年始休館　但し12月27日（火）28日（水）エントランス・閲覧室開室
■展示室／有料　一般：1200円　高大生：700円　小中生：500円（蓬左文庫・徳川美術館 共通観覧）
 【開室時間】午前10時～午後5時（入室は午後4時30分まで）
■閲覧室／無料・館外貸し出しはいたしません。
 【閉架図書】午前9時30分～午前12時　午後1時～午後5時　【開架図書】午前9時30分～午後5時
 【複写サービス】保存など支障のない範囲で、CD-Rからのプリントアウトまたはマイクロフィルム複写などの方法により行います。電話・郵便による申込みも可。

表紙：茶屋新六交趾渡航図巻（ちゃやしんろくこうちとこうずかん）71.6×553㎝

茶屋新六交趾渡航図巻（部分）
情妙寺蔵
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展
示
室
１
・
２
　
徳
川
美
術
館

大太鼓形ボンボニエール
（学習院大学史料館寄託）

　
江
戸
時
代
初
期
に
創
設
さ
れ
た
皇
族
・
有あ

り

栖す

川が
わ
の
み
や

宮
家
は
、和
歌
と
書
道
を
家
の
学
問（
家か

学が
く

）

と
し
て
伝
え
、宮
廷
文
化
を
支
え
る
役
割
を
果

た
し
ま
し
た
。
後ご

陽よ
う

成ぜ
い

天
皇
の
第
七
皇
子
・
好よ

し

仁ひ
と

親
王
を
初
代
と
し
て
大
正
時
代
ま
で
続
き
、

そ
の
後
は
大
正
天
皇
の
第
三
皇
子
で
あ
る
宣の

ぶ

仁ひ
と

親
王
が
有
栖
川
宮
を
継
い
で
、高
松
宮
家
が

創
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
展
覧
会
で
は
、有
栖
川
宮
家
・
高
松
宮

家
に
伝
え
ら
れ
た
絵
画
・
書
跡
・
刀
剣
や
調
度

類
、歴
代
親
王
が
着
用
し
た
装
束
な
ど
の
御
遺

愛
品
、後ご

水み
ず
の
お尾
天
皇
が
譲
位
後
に
営
ま
れ
た
修

学
院
離
宮
ゆ
か
り
の
作
品
を
徳
川
美
術
館
第
七

〜
九
展
示
室
で
、ま
た
近
代
以
降
の
高
松
宮
宣

仁
親
王
・
喜き

久く

子こ

妃
の
御
身
回
り
の
品
を
蓬
左

文
庫
展
示
室
で
展
示
し
、江
戸
時
代
か
ら
続
い

た
皇
族
の
文
化
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。
当
初
は

会
期
四
月
九
日
か
ら
五
月
二
十
二
日
ま
で
の
展

示
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、東
日
本
大
震

災
の
影
響
に
よ
り
、こ
の
秋
に
開
催
す
る
運
び

と
な
り
ま
し
た
。
な
お
会
期
中
、展
示
作
品
の

入
れ
替
え
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

秋
季
特
別
展

宮
廷
の
雅み

や
び 

―
有
栖
川
宮
家
か
ら
高
松
宮
家
へ
―

会期：平成23年9月23日（金・祝）〜 11月6日（日）

ディナーセット　一揃（公益財団法人日本美術協会・上野の森美術館蔵）

有栖川宮家九代の威仁親王（1862～ 1913）は明治22年（1889）から１年間、妃殿下を伴っ
てヨーロッパ各国を軍事視察として歴訪し、この時に正餐用（ディナー用）食器を買い
求めて帰国した。食器はリモージュ製、銀器はクリストフル社製、グラス類はバカラ製
と伝えられ、それぞれに有栖川宮家の家紋「三つ横見菊紋」が入っている。これらは有
栖川宮家から高松宮家へ受け継がれ、その後長く高松宮家の公式午餐会に使われた。

牛車形ボンボニエール（学習院大学史料館寄託）

ボンボニエールは、皇室のお祝い事の時に配
られる主に銀製の小さな菓子入れ。多くは銀
製で、華やかな意匠工芸が施され、皇室や宮家
の紋があしらわれている。明治時代中頃から
皇室の御慶事や成年式、婚儀などの饗宴の引
き出物として参加者に贈られるように
なり、現在もその慣習は続いている。
牛車形のボンボニエールは、
昭和9年（1934）ベルギー特派
大使のタイス氏を招いて開催
された宮中午餐会のおりに配
られた品である。
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会期：平成23年11月12日（土）〜 12月11日（日）

　
紫
式
部
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た『
源
氏
物
語
』は
、今
か
ら
お
よ
そ 

千
年
前
の
平
安
時
代
に
成

立
し
ま
し
た
。『
源
氏
物
語
』は
、そ
の
成
立
以
降
現
在
に
い
た
る
ま
で
、わ
が
国
を
代
表
す
る

古
典
と
し
て
読
み
継
が
れ
、書
き
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。
蓬
左
文
庫
に
は
、重
要
文
化
財「
河

内
本 

源
氏
物
語
」を
筆
頭
に
、さ
ま
ざ
ま
な
写
本
や
注
釈
書
な
ど
が
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、『
源
氏
物
語
』を
絵
画
化
し
た「
源
氏
絵
」は
、物
語
成
立
後
ほ
ど
な
く
し
て
製
作
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、平
安
時
代
以
降
、各
時
代
を
通
じ
て
享
受
さ
れ
ま

し
た
。
絵
巻
や
屏
風
・
色
紙
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
画
面
形
式
に
描
か
れ
た
源
氏
絵
が
今
に
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
徳
川
美
術
館
本
館
に
お
け
る「
国
宝
　
源
氏
物
語
絵
巻
に
挑
む
―
東
京

藝
術
大
学
現
状
模
写
」展
に
合
わ
せ
、蓬
左
文
庫
と
徳
川
美
術
館
が
所
蔵
す
る
書
籍
や
源
氏
絵

な
ど
、『
源
氏
物
語
』に
ち
な
ん
だ
作
品
を
特
集
展
示
し
ま
す
。

展
示
室
１
・
２

源
氏
物
語
の
世
界

源氏物語図屏風（部分）
江戸時代　17 世紀（徳川美術館蔵）

『源氏物語』を絵画化した屏風の中には、物語の
順序にとらわれず、各場面を四季の順に配列し
た作例がある。本作品は、右隻に春・夏の場面を、
左隻には秋・冬の場面を配し、六曲一双で四季
が表されている。掲出の部分は、第二十八帖「野
分」の、秋好中宮の庭で女童達が虫籠に露を含ま
せる場面。

光源氏系図　三条西実隆編　
室町時代　16 世紀　1 冊

源氏物語の登場人物を皇族・大臣などに分け、略
歴を付して系図形式で整理したもの。二世代70
年余にわたり500人余りの人物が登場する『源
氏物語』を人物の関係を理解して読むためには
必要な参考書であり、すでに11世紀には、「系図」
にあたるものが存在していたという。
本書は、三条西実隆（1455~1537）が編さんした
実隆本系の写本。実隆本以前の「古系図」には、
現在伝わらない人物の名称などが記されていた
が、実隆によって「河内本」「青表紙本」成立以降
の内容に即して統一、補正された。
実隆本には、作成された年代によって数種類の
写本が伝来するが、本書は最初に編さんされた
長享2年（1488）成立の「長享本」の系統に属す
る写本である。

国宝「源氏物語絵巻」
柏木（三）・宿木（一）	 展示期間11/12〜 11/27
横笛・東屋（二）　	 展示期間11/29〜 12/11

特別公開　徳川美術館　本館展示室
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展
示
室
１

大
名
の
服
飾

会期：平成24年1月4日（水）〜 2月12日（日）

展
示
室
２

よ
ろ
い
を
写
す

　
―
源
平
武
将
の
装
い
―

春日社所蔵　頼朝鎧之雛形

太平の世が続いた江戸時代中期になると、過去の合戦や武具を学問的に調査研究することがさ
かんになってきた。なかでも老中松平定信（1758～1829）は、日本各地の神社などに残る武器・
武具の調査を命じ、模写図や拓本を収集し、その成果は、ほかに古書画や古器物を含めて『集
古十種』に収めた。尾張でも九代藩主徳川宗睦（1733～99）が藩内の寺社などの宝物調査を藩士
に命じ、定信と同じように全国各地の鎧などの模本を収集した。蓬左文庫が所蔵する鎧図に描
かれている鎧を着用していた武将名と、現在の所蔵者、鎧の名称、指定などを以下にあげる。
　源義家　大阪・坪井八幡宮　黒韋威胴丸　重要文化財
源頼朝　奈良・春日大社　赤糸威大鎧　国宝
源義経　奈良・興福寺　焼失
平重盛　広島・厳島神社　紺糸威鎧　国宝
佐々木盛綱　岡山・豊原北島神社　色々威大鎧　重要文化財
畠山重忠　東京・武蔵御嶽神社　赤糸威大鎧　国宝
大内義隆　広島・厳島神社　藍韋威胴丸　重要文化財

このように、ほとんど源平合戦で活躍した武将で、彼ら
に武士の原形を見いだしたのかもしれない。模写は、大
鎧を構成する胴・袖・草摺・兜など、それぞれ部品ごと
に一枚ずつ描かれ、すべて原寸大で残っているが、現物
を直接写したのではなく、すでに模写された図を写した
ものが多いようであり、鎧の部品を模写することは、細
部の製法を理解するのに役立った。図版で紹介したのは、
源頼朝が着用し奈良の春日社に奉納したといわれる赤糸
威大鎧の写図である。調査の結果、鎧の制作年代は鎌倉
時代末で、頼朝の時代とは一致しない。

萌葱綸子地葵紋付蔓葵文散小袖
徳川光友所用　一領（徳川美術館蔵）

尾張徳川家二代光友の着料として伝えられ
た一領。蔓葵紋を散らした華やかな小袖で、
裃とともに用いた公務服ではなく、日常生
活のなかで用いたおしゃれ着の一つであっ
たと想像される。
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展
示
室
１

琉
球
漆
器
の
美

会期：平成24年2月15日（水）〜 4月8日（日）

展
示
室
２

ア
ジ
ア
の
風

重要文化財　花鳥七宝繋文密陀絵漆絵沈金御供飯　一具　
琉球　16－17 世紀（徳川美術館蔵）
 
御
う

供
く

飯
はん

とは、琉球独特の神
しん

饌
せん

具
ぐ

。高い足と蓋の備わる食籠の一種
で、内部には大小の碗が収まる。朱漆地に花鳥が色鮮やかに描か
れ、地文様は金色に輝いている。慶長14年（1609）島津氏が琉球王
府を侵攻したときの戦利品と推定され、徳川家康に献上されてか
ら、尾張徳川家に伝わり、藩校・明倫堂の儒教祭器となった。

　　　　　　　　　　　　雲龍文螺鈿琵琶　一棹　琉球　16－17 世紀（徳川美術館蔵）
 
琉球列島には世界最大の大きさに成長する巻貝のヤコウガイが生息する。深い虹色の光沢が豊かで、東
アジアの最高の螺鈿材料として使用されてきた。正倉院の宝物にもあり、中国にも輸出された。江戸時
代の琉球は、中国皇帝からも認証をうけるなど薩摩との二重支配であったが、中国螺鈿の意匠・技術を
取込んで、日本や海外向けに優れた作を送り出した。

茶屋新六交趾渡航図巻（部分）江戸時代　17 世紀　
愛知県指定文化財　（名古屋市東区・情妙寺蔵）

「茶屋新六交趾渡航図巻」（解説8頁上段参照）の内、交趾（ホイアン）の港に朱印船が到着する様子
を描いた部分。ひときわ大きく描かれた朱印船を曳き舟が港へ引き寄せる場面、これを迎える唐人
町や漁師町、日本人町の様子、その向こうには瓢箪の棚があってキリシタン風の人物も描かれている。
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会
期
：
平
成
24
年
1
月
4
日（
水
）〜
2
月
12
日（
日
）

展
示
室
１

展
示
室
１

展
示
室
２

展
示
室
２

大
名
の
服
飾

　
大
名
は
官
位
や
家
格
、季
節
や
場
所
、立
場
な
ど
に
応
じ
、多
種
多
様
な
服
飾
が
用
い

ら
れ
ま
し
た
。
尾
張
徳
川
家
の
当
主
た
ち
も
、江
戸
城
や
名
古
屋
城
で
行
わ
れ
る
儀
式

の
際
に
は
、束
帯
や
直
垂
と
い
っ
た
儀
礼
用
の
服
を
身
に
着
け
て
い
ま
し
た
。
ま
た
狩

猟
や
野
外
に
出
か
け
る
時
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
目
的
に
応
じ
た
服
装
に
あ
ら
た
め
ま
し
た
。

大
名
が
公
私
の
生
活
の
中
で
用
い
た
、さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
衣
服
を
紹
介
し
ま
す
。

琉
球
漆
器
の
美
　

　
琉
球
王
国
は
、東
シ
ナ
海
の
小
島
な
が
ら
十
五
世
紀
に
中

ち
ゅ
う

山ざ
ん

王お
う

に
よ
っ
て
統
一
さ
れ
る

と
海
上
交
易
を
基
盤
に
し
て
文
化
・
芸
術
が
大
き
く
発
展
し
ま
し
た
。
焼
き
物
・
染
め
物
・

織
物
・
塗
物
な
ど
現
在
に
も
伝
統
が
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
国
・
ベ
ト
ナ
ム
・
日
本
な

ど
多
国
間
の
交
流
を
背
景
に
し
て
芸
能
や
風
俗
は
じ
め
美
術
工
芸
の
意
匠
や
技
法
な
ど
は

国
際
的
に
融
合
し
、独
自
に
発
展
し
た
点
に
特
色
が
あ
り
ま
す
。
十
七
世
紀
は
じ
め
薩
摩

の
島
津
氏
支
配
下
に
な
っ
て
か
ら
も
、琉
球
王
国
は
明
治
十
二
年（
一
八
七
九
）ま
で
存
続

し
ま
し
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
は
、ア
メ
リ
カ
統
治
下
に
置
か
れ
ま
し
た
。
平
成
二
十
四

年（
二
〇
一
二
）は
昭
和
四
十
七
年（
一
九
七
二
）五
月
十
五
日
に
沖
縄
県
が
日
本
に
返
還

さ
れ
て
か
ら
四
十
年
目
に
あ
た
り
ま
す
。
徳
川
美
術
館
に
は
、家
康
が
所
有
し
た
品
の
ほ

か
琉
球
漆
器
の
代
表
作
が
多
数
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、関
連
作
を
含
め
て
特
集
展
示
し
ま
す
。

よ
ろ
い
を
写
す
―
源
平
武
将
の
装
い
―

　
泰
平
の
世
に
な
っ
て
一
世
紀
。
実
質

的
に
は
軍
人
で
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、

役
人
と
し
て
の
一
生
を
過
ご
せ
ば
よ

か
っ
た
武
士
た
ち
。
そ
こ
へ「
そ
も
そ

も
武
士
と
は
な
ん
ぞ
や
」と
考
え
た
八

代
将
軍
吉
宗
と
、そ
の
孫
松
平
定
信
が

登
場
し
ま
し
た
。
定
信
や
九
代
尾
張
藩

主
宗
睦
は
、全
国
の
神
社
な
ど
に
奉
納

さ
れ
た
武
将
の
鎧
の
調
査
を
命
じ
、写

図
を
作
成
さ
せ
ま
し
た
。
甲
冑
の
奉
納

主
は
、源
頼
朝
・
平
重
盛
・
畠
山
重
忠
な

ど
、源
平
合
戦
期
の
武
将
が
ほ
と
ん
ど
で

す
。
定
信
や
宗
睦
に
と
っ
て
彼
ら
は
理

想
の
武
士
像
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

ア
ジ
ア
の
風

　
徳
川
家
康
や
初
代
尾
張
藩
主
義
直
、二
代
光
友
の
収
集
し
た
蔵
書
を
中
心
と
し
た
蓬
左

文
庫
を
代
表
す
る
漢
籍
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
概
観
す
る
と
、中
国
文
化
圏
の
一
員
と
し
て
の

意
識
を
強
く
感
じ
ま
す
。

　
東
西
の
文
化
が
交
流
し
た
信
長
・
秀
吉
・
家
康
三
英
傑
の
時
代
は
鎖
国
に
よ
っ
て
幕
を

閉
じ
ま
し
た
が
、オ
ラ
ン
ダ
や
中
国
を
窓
口
と
し
た
海
外
貿
易
、朝
鮮
か
ら
の
通
信
使
、琉

球
か
ら
の
使
節
等
々
、尾
張
徳
川
家
の
大
名
道
具
や
蔵
書
か
ら
は
、江
戸
と
い
う
時
代
が
ア

ジ
ア
の
風
を
色
濃
く
受
け
て
い
た
こ
と
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
展
示
室
２
で
は
、蓬
左
文
庫
所
蔵
の
書
籍
や
古
絵
図
を
中
心
に
中
国
と
周
辺
諸
国
の
歴

史
・
文
化
、日
本
と
の
関
係
を
示
す
資
料
を
紹
介
し
ま
す
。

会
期
：
平
成
24
年
2
月
15
日（
水
）〜
4
月
8
日（
日
）

「秩父重忠鎧之図」のうち兜図　
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　「
十
月
四
日
東
北
ゟよ

り

鳴
な
り
と
ど
ろ
き轟
て
地
震
す
。
未

の
一
点
也
。
漸
々
強
く
し
て
不
鎮
故
、座
中

申
合
せ
皆
庭
へ
飛
下
る
。
大
方
跣

は
だ
し

な
り
。
地

震
倍
強
く
、書
院
の
鳴
動
の
事
夥

お
び
た
だ
し
き敷
。
大
木

ざ
は
め
き
渡
り
て
、大
風
の
吹
が
ご
と
く
、大

地
動
震
て
歩
行
す
る
事
を
得
ず
。
石
塔
の
折

れ
倒
る
ゝ
音
い
ふ
斗

ば
か
り

な
し
」

　
こ
れ
は『
鸚お

う

鵡む

籠ろ
う

中ち
ゅ
う

記き

』の
宝
永
地
震（
宝

永
四（
一
七
〇
七
）、東
海
・
東
南
海
・
南
海

の
三
連
動
地
震
）を
記
録
し
た
日
記
の
冒
頭

で
あ
る
。
仲
間
数
人
と
高こ

う

岳が
く

院い
ん

で
の
法
事

に
臨
ん
で
い
た
筆
者
の
朝
日
文
左
衛
門
重

章
は
、「
三
の
丸
に
火
事
出

し
ゅ
っ
た
い来
と
云
に
付
、予

独
酌
三
盃
し
て
急
き
皈き

宅た
く

し
、両
親
并
家
内

の
安
否
を
見
、而
直
に
政
右
と
御
多
門
へ
出
」

と
城
へ
駆
け
つ
け
る
。
城
は
あ
ち
こ
ち
損

傷
し
て
い
た
が
、役
職
者
が
駆
け
付
け
て
い

た
の
で
、下
っ
端
の
文
左
衛
門
は
「
御
城
帰

り
、又
高
岳
院
へ
行
。
藤
入
・
曲
淵
・
源
兵
・

勘
八
権
内
あ
り
。
源
右
も
後
に
来
る
。
濃
茶
・

う
ど
ん
・
酒
等
給
。
酉
半
帰
る
」と
„
日
常
＂

に
復
帰
す
る
も
の
の
、詳
細
な
被
害
状
況
を

書
き
残
し
た
。
内
容
は
城
内
や
諸
士
屋
敷

の
被
害
な
ど
市
井
の
状
況
な
ど
と
と
も
に
、

近
郊
や
諸
国
の
被
害
伝
聞
も
そ
の
ま
ま
記

録
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
貴
重
な
被
害
報
告

書
と
な
っ
て
い
る
。

　
実
は
東
大
地
震
研
究
所
の
都つ

司じ

嘉
宣
教
授

や
名
大
大
学
院
の
溝
口
常
俊
教
授
な
ど
は
、

以
前
か
ら
こ
う
し
た
古
記
録
を
地
震
防
災
研

究
に
活
用
さ
れ
て
き
た
。
幸
い
に
し
て
こ
の

日
記
は
翻
刻
さ
れ
て
い
る（『
名
古
屋
叢
書
』

続
編
）の
で
、地
元
の
私
た
ち
も
そ
の
状
況
を

読
み
解
く
こ
と
が
容
易
で
あ
る
。

　
ま
ず
そ
の
一
項
に
、「
名
古
屋
中
に
て
地
震

に
て
疵き

ず

を
蒙
る
者
一
人
も
な
し
。
況

い
わ
ん

や
死
す

る
者
を
や
。（
中
略
）
其
外
尾
の
御
領
分
中
に

て
、地
震
に
て
死
す
る
者
未
聞
之
。
幸
の
又

幸
也
」と
あ
る
。
に
わ
か
に
は
信
じ
ら
れ
な

い
記
述
だ
が
、他
の
詳
細
な
デ
ー
タ
か
ら
し

て
誤
り
と
も
思
え
な
い
。
そ
も
そ
も
、文
左

衛
門
の
日
記
に
は
、一
介
の
尾
張
藩
の
下
級

武
士
で
は
知
り
得
な
い
情
報
が
あ
り
、多
く

の
情
報
提
供
者
の
協
力
と
、情
報
を
オ
ー
ソ

ラ
イ
ズ
で
き
る
役
職
者
の
存
在
が
見
え
隠
れ

す
る
。と
も
あ
れ
、城
下
の
被
害
は
少
な
か
っ

た
よ
う
で
あ
る
。

　
先
の
「
三
の
丸
に
火
事
出
来
」
は
「
西
鉄
門

内
、番
所
の
西
の
屋
瓦
を
少
し
打
損
す
。
上

よ
り
崩
か
ゝ
る
ゆ
へ
な
り
。
此
御
多
門
崩
れ

て
、土
煙
甚
騰
る
を
見
て
、火
事
と
云
へ
り
」

だ
っ
た
よ
う
で
、火
が
出
な
か
っ
た
こ
と
も

死
傷
者
が
少
な
か
っ
た
一
因
と
思
わ
れ
る
。

　
津
波
に
関
し
て
も
、「
智
多
辺
高
浪
に
て
家

潰
る
ゝ
処
多
し
。
大
野
村
別べ

っ
し
て而
浪
来
り
、
家

潰
る
ゝ
事
七
八
十
軒
斗
」
と
大
被
害
に
も
関

わ
ら
ず
、「
熱
田
海
等
、甚
だ
潮
甚
高
く
、進
退

不
常
。
新
屋
川
等
迄
潮
来
る
」程
度
で
済
ん

で
い
る
。

　
一
方
、関
西
の
被
害
は
甚
大
で
あ
っ
た
。
大

坂
で
は
「
諸
士
方
蔵
屋
敷
六
百
三
十
軒
余
潰
。

町
方
竈
数
一
万
六
千
余
潰
。
落
橋
二
十
六
ケ

所
。
廻
船
川
内
に
て
破
損
三
百
二
十
二
艘
。

地
震
に
て
圧
死
三
千
六
百
三
十
人
。
高
浪
に

て
溺
死
一
万
二
千
百
人
余
」と
あ
り
、紀
州
熊

野
で
は
「
長
嶋
地
震
。
民
家
顚
倒
以
後
、高
汐

に
て
屋
舎
不
残
漂
流
。
男
女
八
百
余
人
没
死
、

内
七
十
余
人
の
死
尸
出
る
」、「
尾
鷲
町
、家
千

余
軒
流
れ
、
男
女
不
残
漂
死
」、「
新
宮
、
城
大

に
破
れ
崩
る
。
町
家
民
家
大
概
顚
倒
。
男
女

死
人
七
百
卅
余
人
」と
津
波
被
害
が
記
述
さ

れ
て
い
る
。「
土
佐
国
大
地
震
。
高
汐
城
下

迄
押
込
。
然
れ
共
城
内
大
破
無
之
、
家
中
町

屋
民
家
は
大
浪
に
て
打
潰
す
」な
ど
西
国
で

広
範
な
被
害
が
発
生
し
た
こ
と
も
わ
か
る
。

　
関
東
で
も
伊
豆
や
甲
府
を
は
じ
め
、東
海

道
の
各
所
の
甚
大
な
被
害
が
記
さ
れ
て
い

る
。
つ
ま
り
、け
っ
し
て
小
規
模
な
地
震
だ
っ

た
わ
け
で
は
な
く
、名
古
屋
が
偶
然
の
幸
運

に
恵
ま
れ
て
い
た
事
が
わ
か
る
。

　
私
た
ち
は
、こ
の
日
記
か
ら
ど
の
よ
う
な

教
訓
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

た
と
え
ば
前
兆
現
象
。「
九
月
八
日
寅
半
比

地
震
の
ご
と
く
動
く
」「
九
月
廿
五
日
丑
刻
少

し
地
震
」「
九
月
廿
六
日
亥
比
少
し
地
震
」「
九

月
廿
八
日
未
比
少
し
地
震
」な
ど
直
前
の
頻
発

地
震
。「
十
月
三
日
頃
日
連
日
暖
也
。
別
而
昨

夜
ゟ
今
日
甚
暖
也
。
袷
に
て
猶
暑
し
。
予
秋

来
い
ま
だ
在
宿
の
外
綿
入
を
不
着
。
去
比
ゟ

頃
日
に
至
り
桃
・
李
・
梅
・
梨
・
庭
桜
等
の
花

盛
ん
に
開
く
。
夜
雲
間
甚
光
る
。
電
の
如
に

し
て
勢
弱
し
。
頃
日
中
も
夜
時
々
東
北
の
間

光
る
」異
常
な
暖
か
さ
と
発
光
現
象
。
さ
ら

に
津
波
被
害
や
火
災
が
な
け
れ
ば
、死
傷
者

が
減
る
こ
と
も
分
か
る
。
是
非
、ご
自
身
で

一
読
を
。

　
さ
て
、こ
の
四
十
九
日
後
の
十
一
月
廿
三

日
、富
士
山
が
宝
永
大
噴
火
を
お
こ
す
。
当

然
文
左
衛
門
は
そ
の
詳
細
も
克
明
に
記
録

し
て
い
る
。
降
灰
被
害
、凶
作
、飢
饉
へ
と
繋

が
っ
て
い
く
歴
史
上
の
事
実
を
前
に
、私
た

ち
は
„
大
災
害
は
集
中
し
て
繰
り
返
す
＂こ

と
を
忘
れ
な
い
で
減
災
に
努
め
る
こ
と
を
教

訓
と
す
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
。

閲
覧
室
だ
よ
り
「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
の
窓
」

（
調
査
研
究
員
　
松
村
冬
樹
）

宝
永
地
震　
　

―
『
鸚
鵡
籠
中
記
』
に
み
る
地
震
―
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表
紙
は
、の
ち
の
尾
州
茶
屋
家
二
代
新
四
郎

良
延（
〜
一
六
九
八
）と
推
定
さ
れ
る
茶
屋
新

六
郎
な
る
人
物
が
朱
印
船
貿
易
で
長
崎
か
ら
交こ

う

趾ち
（
ベ
ト
ナ
ム
南
部
の
ホ
イ
ア
ン
）に
渡
航
す
る

様
子
を
描
い
た
長
大
な
絵
巻
で
あ
る
。

　
所
蔵
者
で
あ
る
源
頂
山
情
妙
寺
は
、尾
州

茶
屋
家（
※
）初
代
新
四
郎
長
吉（
一
五
七
七
〜

一
六
六
三
）が
徳
川
家
康
の
菩
提
を
と
む
ら
う

た
め
に
慶
安
年
間（
一
六
四
八
〜
五
二
）に
創

建
し
た
寺
院
で
、同
寺
に
は
良
延
が
交
趾
か
ら

持
ち
帰
っ
た
観
音
画
像
も
伝
来
し
て
い
る
。

　
こ
の
絵
巻
が
情
妙
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
、高
力
猿
猴
庵
の
随
筆｢

金
明
録｣

安
永
七

年（
一
七
七
八
）の
記
事
に
あ
る
が
、同
寺
に
所

蔵
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、茶
屋
家
と
の
関

係
も
含
め
そ
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

　
内
容
は
、長
崎
を
出
航
し
、五
島
列
島
を
へ

て
交
趾
に
入
港
し
、貢
ぎ
物
を
献
上
す
る
姿
や

日
本
人
町
が
描
か
れ
て
い
る
。
表
紙
は
、領
主

の
館
で
日
本
人
が
貢
ぎ
物
を
し
て
い
る
部
分

で
、屏
風
や
着
物
な
ど
を
献
上
す
る
裃
を
着
け

た
人
物
の
横
に「
茶
屋
新
六
郎
」と
記
さ
れ
た

紙
が
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
絵
巻
に
は
錯
簡
が
あ
り
、連
続
し
な
い

場
面
が
貼
り
継
が
れ
た
部
分
が
あ
り
、当
初
の

全
巻
の
内
容
を
窺
い
知
る
こ
と
は
難
し
い
状
態

に
あ
る
。
類
本
に
は
、天
保
三
年（
一
八
三
二
）

の
八
代
茶
屋
新
四
郎
延
充
の
奥
書
が
あ
る
ほ

ぼ
同
寸
の
絵
巻（
個
人
蔵
）と
最
近
確
認
さ
れ

た
縦
が
半
分
以
下
、全
長
が
ほ
ぼ
二
倍
の
絵
巻

（
九
州
国
立
博
物
館
蔵
）の
二
件
が
確
認
さ
れ
て

い
る
。
前
者
は
本
絵
巻
と
は
同
内
容
で
、そ
こ

か
ら
の
写
し
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、後
者
は
、

本
絵
巻
に
は
描
か
れ
て
い
な
い
場
面
も
多
く
、

茶
屋
新
六
郎
を
は
じ
め
文
字
の
記
述
は
一
切
な

く
、絵
巻
作
品
と
し
て
完
成
形
に
近
い
も
の
で

あ
る
。
本
絵
巻
を
も
と
に
し
て
製
作
さ
れ
た
絵

巻
も
し
く
は
そ
の
写
し
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
今
回
、所
蔵
者
の
ご
好
意
に
よ
り
蓬
左
文
庫

展
示
室
２
に
お
い
て
開
催
の『
ア
ジ
ア
の
風
』

で
特
別
公
開
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。
期
間
は

未
定
な
が
ら
、全
巻
の
公
開
を
予
定
し
て
い
る
。

　 ※
尾
州
茶
屋
家

　
朱
印
船
貿
易
で
徳
川
幕
府
の
御
用
を
勤
め
た
特
権
商

人
茶
屋
家
の
分
家
。
徳
川
家
康
の
命
に
よ
り
三
男
が
尾

張
徳
川
家
に
付
属
し
、尾
州
茶
屋
家
を
創
設
し
た
。

着物などを献上する茶屋新六郎（右下）


